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大学推薦入学合格状況
12月8日の時点での状況は次のとおりである。
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岩
手
大
学
は
、
推
館
入
学
で

は
二
名
だ
け
の
合
格
だ
っ
た
。

他
に
も
合
格
の
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
た
人
も
い
た
だ
け
に
、

残
念
だ
っ
た
一
般
受
験
で
、

合
格
を
勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

一
方
、
岩
手
県
立
大
学
は
、

推
薦
入
学
で
の
合
格
は
な
か
っ

た
。
厳
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
白

富
士
大
学
は
、
推
薦
入
学
の

受
験
者
の
ほ
と
ん
ど
が
合
格
し

た
。

盛
岡
大
学
は
、
推
薦
入
学
の

受
験
者
の
ほ
ぼ
半
数
が
合
格
し

た
。岩

手
医
科
大
学
は
、
医
学
部

と
歯
学
部
に
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず

つ
の
合
格
と
な
っ
た
。
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
京
都
た
こ
あ
る
同
志

社
大
学
は
、
四
つ
の
宇
部
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
竺
人
ず
つ
、

計
四
名
の
合
格
と
な
っ
た
。

指
定
校
制
の
壊
A
q
我
が
校

か
ら
の
入
学
者
の
活
躍
が
、
次

年
度
以
降
の
指
定
校
粋
に
影
響

す
る
。
更
に
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
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予
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1
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月
叩
日
（
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、
1
8
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金
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県
営
運
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公
園

0
5
盛
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第
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高

0
5
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岡
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○
県
高
校
新
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1
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1
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船
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団
体
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A
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メ
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2
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福
岡
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個
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8
1
地
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金
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（
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D
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8

川
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1
D
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三
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入
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〇
第
1
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東
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高
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水
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競
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大
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1
0
月
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5
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、
2
6
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三
）
・
秋
田
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総
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プ
ー
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水
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大
介
二
百
m
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予
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二
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百
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六
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ソ
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ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
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1
月
1
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（
金
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～
3
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八
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中
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1
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2
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ベ
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佐
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新
人
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卓
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競
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1
0
月
1
8
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（
金
）
、
1
9
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（
土
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二
関
市
振
合
体
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団
体
戦
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黒
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尻
エ

シ
ン
グ
ル
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膝
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（
2
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1
小
田
島
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高
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オ
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プ
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ス
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ン
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1
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月
1
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日
（
土
）
～
1
4
日
（
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太
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ポ
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ツ
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タ
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グ
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男
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媛
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男
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石
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川
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一
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台
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誓
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テ
ニ
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選
手
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大
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1
0
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1
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（
金
）
～
2
0
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（
里
・
太
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
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優
勝

○
ト
ヨ
タ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
遠
考
会

1
0
月
2
6
日
（
土
）
・
県
営
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

シ
ン
グ
ル
ス

川
崎
龍
一
郎
優
勝

0
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
選
考
会

1
1
月
2
日
（
圭
～
4
日
（
月
）

太
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
整
苫
運
動
公
園

1
8
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス

竹
浪
康
弘
優
勝

石
悶
季
啓
袈
三
位

布
台
響
ベ
ス
ト
8

吉
田
黍
久
、
本
宮
知
之
、
古
鬼
雅
、
鳥
居
和
事ベ

ス
ト
1
6

1
8
歳
以
下
ダ
ブ
ル
ス

竹
浪
・
石
田
健
勝

布
台
・
川
崎
琴
一
位

谷
他
彬
人
・
藤
澤
亮
締

16
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス

川
崎
龍
一
郎
優
勝

谷
地
彬
人
ベ
ス
ト
8

日
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス

工
藤
将
、
高
輸
生
滅

〇
第
1
5
回
東
北
中
学
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

u
月
1
5
日
（
金
）
ぅ
1
7
月
日
）
・
福
島
市
営
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球
場

シ
ン
グ
ル
ス

谷
地
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三
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選

相
月
1
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、
1
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日
（
木
）
・
滝
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部
体
育
館

代
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決
定
戦

8
3
5
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盛
岡
中
央
高

県
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会
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場
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決
勝
、
、

7
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会
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○
県
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速
盛
岡
支
部
将
棋
順
位
戦

1
0
月
1
2
日
（
土
）

盛
岡
第
四
高

A
級

松
岡
諒
太
、
岩
泉
聡
三
些
一
敗

C
級

中
野
拓
哉
三
壁
一
敗

〇
第
2
1
同
県
高
文
連
将
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新
人
大
会

用
月
3
1
日
（
木
）
、
1
1
月
1
日
（
垂

個
人
戦
A
級

庵
原
佑
（
2
D
）
準
優
勝
東
北
大
会
、
全
国
大
会
へ

澤
口
竜
一
T
D
）
三
位

業
東
北
大
会
へ

岩
泉
聡
（
2
A
）

熊
谷
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宏
（
2
D
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ベ
ス
ト
8

団
体
戦

A
級
庵
原
、
川
村
、
岩
泉
健
勝

空
ハ
連
覇

松
岡
、
澤
口
、
熊
谷
準
健
勝

B
級
菅
野
、
村
上
、
佐
々
木
準
健
勝

〇
第
3
回
東
北
地
区
高
校
将
棋
新
人
大
会

1
2
月
2
1
日
（
土
）
、
2
2
日
（
日
）

澤
口
宙
二
T
D
）
ベ
ス
ト
8

0
第
1
7
回
全
国
オ
ー
ル
学
生
将
棋
選
手
権

1
月
1
0
日
（
金
）

庵
原
佑

澤
口
竜
一
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

○
冬冬

は
、
日
本
で
も
一
番
冷
え

る
季
節
だ
。
そ
し
て
、
雪
が
降

り
始
め
る
頃
で
も
あ
る
。
雪
は
、

季
三
部
の
人
に
は
喜
ば
れ
る

が
、
そ
う
で
も
な
い
人
々
も
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
雪
か
き
な
ど

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
雪
か
き
は
自
分

の
た
め
に
も
な
る
が
、
他
人
の

た
め
に
も
な
る
。
確
か
に
、
雪

の
冬
に
は
嫌
な
面
も
あ
る
。
し

か
し
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
な
ど
で
運
べ
る
時
期
で
も
あ

る
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
な

ど
実
し
い
も
の
も
見
ら
れ
る
時

で
も
あ
号

冬
は
、
朝
起
き
る
の
が
辛
い

時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
暖

か
い
フ
ト
ン
で
ぬ
く
ぬ
く
し
て

い
る
の
が
何
と
も
言
え
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
。
冬
は
、
空
説

が
乾
燥
し
て
、
静
電
気
が
よ
く

起
き
る
。
あ
れ
は
嫌
だ
。
し
か

し
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
か

ら
、
星
空
が
き
れ
い
に
見
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

冬
は
、
嫌
な
面
も
あ
る
が
、

楽
し
い
筒
も
多
い
。
冬
は
静
寂

な
白
銀
の
世
界
。
雪
の
下
、
士

の
中
で
は
、
新
し
い
生
命
が
生

ま
れ
る
季
節
。
容
が
来
る
た
め

の
大
事
な
季
節
で
も
あ
る
。
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はやての勇姿
12月1日に開通した八戸新幹線のはやてに乗っ

て東京に向かいました。去年までは盛岡が始発だ

ったので安心して条章することができたのですが、

はやては八戸発で盛岡は途中乗車の駅なので、十

分な注意が必要です。しかし、待ち時間が6分な
ので少しは余裕がありました。

いよいよ修学旅行が始まりました。

2ndDAY　京都

工事中の金閣寺（丁＿T）
いよいよ最初の見学地である金閣寺を訪ねました。今年は屋

根の葺き替え工事のために鉄骨で覆われていましたが、シート

で覆われることもなく何とかその姿を見ることができました。

しかし、2D～30年に1回という工事を見ることができた生徒達
はある意味では運がいいといえるのかもしれません。

郁
修
学
旅
行

十
二
月
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
京
萄
奈
良
、
大
阪
へ
高
校

二
年
生
が
雉
学
旅
行
に
行
っ
て
き
た
。
そ
の
感
想
を
幾
つ
か
紹
介

す
る
。ま

ず
は
、
芋
綾
な
も
の
か
ら
。

T
・
H

一
日
日
は
、
新
幹
線
は
や
て
に
乗
っ
た
。
あ
ま
り
広
く
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
乗
り
換
え
て
、
ひ
か
り
に
。

い
ろ
い
ろ
と
乗
り
物
系
に
乗
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
酔
っ
た
。

京
都
駅
に
着
い
た
。
南
の
方
は
暖
か
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

寒
か
っ
た
。
金
閣
寺
に
着
い
た
。
パ
イ
プ
金
閣
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
日
目
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

二
日
目
は
、
寺
ま
わ
り
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
ま
わ
っ
た
の
で
、

も
う
思
い
出
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
で
思
い
出
せ
な
い
。

三
日
月
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
J
P
N
だ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
東
京
ヂ
ィ
ズ
二
エ
フ
ン
ド
を
ち
ょ
っ
と
か
ぶ
っ
て
い
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
多
々
あ
っ
た
白
よ
く
滞
れ
た
。

四
日
目
は
、
遂
に
来
た
自
主
研
嘩
“
班
行
動
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
所
に
行
っ
た
と
患
う
。
大
阪
が
メ
イ
ン
な
旅
で
、
大
阪
城
や

D
O
U
T
O
N
B
O
R
I
ま
わ
り
の
旅
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン

横
町
な
ん
か
、
も
う
絶
対
飲
ん
で
る
と
思
っ
て
し
辛
フ
人
も
い
た

く
ら
い
で
、
大
阪
は
や
は
り
恐
い
所
だ
と
つ
く
づ
く
患
っ
た
。

五
日
弓
最
後
の
日
に
ふ
さ
わ
し
く
、
清
水
寺
正
志
っ
た
。

こ
の
修
学
旅
行
は
と
て
も
党
顔
な
体
験
だ
っ
た
ゥ
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
し
た
い
白

ま
ず
は
、
新
幹
椿
の
様
子
で
あ
る
。

修
学
旅
行
。
実
に
良
い
響
き
で
あ
る
。
こ
の
単
語
と
共
に
浮
か

ぶ
光
景
は
、
着
慣
れ
た
制
服
に
身
を
包
み
、
舞
い
散
る
桜
に
や
た

ら
と
す
が
す
が
し
い
笑
顔
を
し
た
男
女
の
団
体
で
あ
る
。
偏
見
だ

が
、
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
。

だ
が
し
か
し
、
私
の
妄
想
は
、
凍
っ
た
バ
ラ
の
ご
と
く
砕
け
た
。

修
学
旅
行
決
行
日
、
十
二
月
十
日
…
…
．

「
冬
か
よ
っ
ー
・
」

い
や
、
高
校
で
は
当
然
の
こ
と
ら
し
い
が
、
少
な
く
と
も
中
学

ま
で
は
容
で
あ
っ
た
の
で
…
…
。

岩
手
商
等
学
硬
出
発

「
男
子
校
だ
っ
た
よ
⊥

と
、
分
か
り
き
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
や
は
り
突
っ
込
ん

で
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
ん
な
調
子
で
一
路
京
都
へ
…
…
。
と
、
そ
ん
な
中
、
新
幹
線

に
乗
る
や
い
な
や
、
早
速
問
題
が
発
生
し
た
。

「
あ
ぢ
い
…
＝
上

そ
う
、
暑
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
南
国
か
！
と
思
わ
せ
る
ほ
ど

（
い
さ
過
ぎ
で
あ
る
）
暑
か
っ
た
の
で
あ
る
．
飲
料
を
用
意
し
て
い

な
か
っ
た
私
は
、
と
り
あ
え
ず
、
お
手
洗
い
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。

用
を
済
ま
せ
て
手
を
洗
う
。
あ
る
程
度
蒸
留
さ
れ
た
よ
う
な
（
つ

濁
っ
て
い
な
い
）
水
が
手
を
滴
っ
て
い
く
。
砂
漠
で
オ
ア

シ
ス
を
発
見
し
た
気
分
で
あ
る
。
牛
つ
ぼ
も
の
で
あ
る
。
が
し
か

し
、
蛇
口
の
隣
り
に
は
と
て
も
残
醍
な
一
文
が
、

「
飲
料
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ー

ド
ラ
を
叩
く
よ
う
な
音
と
共
に
、
私
の
目
か
ら
黒
い
部
分
が
消

え
た
。丁

・
…
中
水
道
か
…
⊥

最
近
覚
え
た
て
の
新
し
い
単
語
を
つ
ぶ
や
き
、
ふ
と
時
間
を
見

る
。
東
京
ま
で
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
何
か
飲
み
物
を
買
お
う
と
決

断
し
、
シ
】
・
・
ト
へ
戻
っ
た
。

少
し
し
て
売
り
子
の
女
の
人
が
や
っ
て
来
た
。
隣
り
に
座
っ
て

い
た
ト
ム
が
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
百
四
十

円
を
貰
っ
た
。

「
水
か
よ
っ
・
」

し
か
も
商
い
し
、
他
に
何
か
な
い
か
と
た
ず
ね
る
と
水
百
四
十

円
、
ダ
カ
ラ
百
八
十
円
、
コ
エ
フ
百
四
十
円
と
言
わ
れ
た
。
と
き

た
ら
買
う
の
は
当
然
、

「
コ
1
7
く
だ
さ
い
ご

「
百
四
十
円
に
な
り
ま
す
。
」

ト
ン
と
置
か
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
何
の
疑
い
も
な
く
五
百
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
そ
の
異
常
な
ス
リ
ム
さ
に
日

を
見
張
り
、
ラ
ベ
ル
を
見
る
と
、

「
三
百
五
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
か
よ
っ
⊥

結
局
、
だ
ま
さ
れ
る
オ
チ
で
あ
っ
た
が
、
バ
カ
と
冒
う
な
か
れ
、

K
も
だ
ま
さ
れ
た
同
志
で
あ
る
。
私
と
彼
は
二
度
と
車
内
で
は
男

う
ま
い
と
誓
い
を
立
て
た
。

そ
し
て
、
滞
り
な
く
、
い
や
メ
チ
ヤ
ク
チ
ャ
酔
っ
て
ま
し
た
が
、

粟
京
に
着
き
凍
り
換
え
で
あ
る
。
は
や
て
を
降
り
、
歩
き
な
が
ら
、

「
う
ぇ
、
酔
っ
た
ぁ
気
持
ち
悪
い
～
」

と
言
う
と
、
関
り
を
歩
い
て
い
た
見
知
ら
ぬ
オ
バ
さ
ん
が
、

「
酔
っ
た
の
フ
・
ア
メ
で
も
な
め
た
ら
ヱ

と
優
し
く
声
を
か
け
私
に
二
つ
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム
を
差
し
出
し

て
く
れ
た
。

「
ガ
ム
だ
よ
っ
・
」

な
ど
と
突
っ
込
め
る
ハ
ズ
も
な
く
、

「
ハ
ァ
…
…
ど
も
っ
ス
。
」

と
酔
い
に
ま
か
せ
て
受
け
取
る
（
本
当
に
酔
っ
て
い
た
）
。

都
に
も
親
切
な
人
は
い
る
ん
だ
な
ぁ
。
い
や
旅
行
者
か
）
．
そ
れ

は
さ
て
お
き
、
早
速
忘
貰
ム
を
口
に
入
れ
い
た
だ
く
。
心
地
よ

い
ミ
ン
ト
が
口
に
広
が
り
、
少
し
ば
か
り
覇
が
葉
に
な
っ
た
よ
う

な
気
分
に
な
っ
た
。
逓
よ
く
ヒ
素
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
生
粋
の
健
し
い
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。
感
謝
で
あ
る
ロ

ひ
か
り
に
乗
車
す
る
。
は
や
て
よ
り
広
い
シ
ー
ト
に
感
動
し
た

も
の
で
あ
る
。

（後略）
次
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
様
子
で
あ
る

T
・
K

（前略）三
日
冒
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
U
S
l
）

で
遊
ぶ
日
だ
。
ま
さ
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
だ
。
こ
こ
で
は
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
感
想
な
ど
を
紹
介
し
よ
う
。

最
初
に
入
っ
た
の
は
（
正
式
名
称
は
忘
れ
た
が
）
ク
ー
ミ
ネ
■

ク
ー
の
や
つ
だ
ご
J
九
は
、
飛
び
出
す
映
像
と
実
際
に
人
が
や
る

の
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
や
つ
だ
ご
し
れ
は
、
穀
後
に
全
長
の
椅
子

が
落
ち
る
の
に
、
意
表
を
衝
か
れ
た
。

次
は
パ
ッ
ク
・
ト
ウ
ー
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
だ
ご
」
れ
は
、

ま
さ
に
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
。
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3rd．心AY　・奈良

奈良公園の名物の鹿
今日はA組～C組（A甥）とD雄一F組（B班）に分かれて行

動です。A班はまず奈良公園内でクラス写真をとりました。その

後、シカにせんべいをあげたりしなから東大寺へ向かいます。

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンといえばやはりこれ一
今日はユニバーサル・スタジオ・ジャパンへ行きました。大阪までの移動中に

ウイスキー工場、梅田スカイビル、大阪ドーム、淀川などを車窓から見学しまし

た。ジュラシックバ肌ク・ザ・ライドではカッパを着てもズボンか濡れたり、パ

レードではいろいろなキャラクターに会ったりと楽しい時間を過ごしました。今

年は昨年より遅い時間まで滞在したので、椅漂なイルミネーションを見ることが

できたり、ライトアップされたUSJのシン札ルマークで記念写真を撮ったりす

ることかできました。

清水の舞台

■「【－r r　　■・

蒜　－■r・一モ

そ
の
次
は
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
の
や
つ
だ
。
こ
れ
は
鐘
後

に
高
い
所
か
ら
落
ち
て
水
が
か
か
る
の
だ
が
、
水
は
全
部
顔
に
前

か
ら
か
か
っ
た
の
で
、
カ
ッ
パ
は
無
駄
だ
っ
た
。

次
は
ジ
ョ
ー
ズ
の
や
つ
だ
ご
れ
は
船
に
乗
っ
て
見
る
の
だ
が
、

こ
れ
に
乗
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
テ
ン
シ
ョ

ン
が
違
う
の
で
、
笑
え
た
。
あ
と
、
こ
こ
で
も
水
が
か
か
る
の
だ

が
、
椅
子
が
溺
れ
て
い
た
り
、
水
が
足
元
に
流
れ
て
き
た
り
と
、

地
味
に
滞
れ
た
の
で
、
カ
ッ
パ
は
無
駄
だ
っ
た
。

そ
の
次
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
に
行
っ
た
ご
J
こ
で
は
、

シ
ョ
ー
を
や
る
の
だ
が
二
田
に
行
っ
て
水
が
か
か
る
の
よ
り
、
そ

の
か
か
っ
て
い
る
人
を
見
る
ほ
う
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

（後略）

今日唯一の見学場所であり修学旅行果後

の見学地にもなる清水寺へ行きました。清

水の舞台は非常に高く、京都の街が一望で

きます。音羽の滝、アテルイの石碑の横を

通り自由行動となりました。パス駐車場ま

での周には多くのお土産屋さんかあり、最

後のお土産選びをしていました。

ヲ駄Y帰途

（前略）
四
日
目
、
自
主
研
修
で
大
阪
に
行
っ
た
。
一
っ
気
に
な
っ
た
こ

と
は
、
午
前
中
か
ら
居
酒
鹿
で
飲
ん
で
い
る
お
っ
ち
ゃ
ん
が
大
勢

い
た
こ
と
だ
。
奴
ら
は
、
他
の
や
る
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
7
・

そ
れ
と
も
…
…
い
や
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
と
に
か
く
、
お
好

み
焼
き
と
附
解
き
が
美
味
し
か
っ
た
の
で
よ
し
と
す
る
。

（中略）
最
後
に
、
私
が
思
っ
た
こ
と
は
、
岩
手
は
も
の
す
ご
く
平
和
な

と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
昼
間
か
ら
飲
ん
だ
く
れ
て
い
る
お
や

じ
も
い
な
い
し
、
や
か
ま
し
く
な
い
し
、
町
は
そ
れ
な
り
に
き
れ

い
だ
し
…
…
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
月
曜
か
ら
は
ま
た
学
校
に
行
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
は
あ
…
…
。

T
・
N
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2002年の出来事
昨
年
の
出
墓
を
振
り
返
っ

て
み
る
。

l
月

・
1
5
日
、
U
F
J
銀
行
が
発
足

す
る
。

・
2
3
日
、
雪
印
食
品
が
牛
肉
を

偽
装
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
す

る
。

・
2
9
日
、
鈴
木
議
員
と
も
め
て

い
た
田
中
外
相
ら
が
更
迭
さ
れ

る
。2

月

・
9
日
～
来
由
・
ソ
ル
ト
レ
ー

ク
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
。

3
月

・
2
6
日
、
辻
元
祷
員
が
辞
職
す

る
。

4
月

・
1
q
再
編
み
ず
ほ
銀
行
で

ト
ラ
ブ
ル
が
続
発
す
る
。

・
6
卑
学
校
過
五
日
制
が
本

格
的
に
夷
施
さ
れ
る
。

・
8
甘
、
加
藤
放
て
元
自
民

党
幹
事
長
が
議
員
辞
職
す
る
。

5
月

・
8
日
、
中
国
・
藩
陽
の
目
本

線
領
事
館
内
に
駆
け
込
ん
だ
北

朝
鮮
亡
命
者
を
中
国
警
察
が
連

行
す
る
。

・
2
8
日
、
防
衛
庁
の
情
報
公
開

請
求
者
リ
ス
ト
間
恩
が
発
覚
す

G
技
術
と
香
港
伝
統

の
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
で
映
像
化
し
、

か
の
ク
エ
ン
テ
ィ

ン
・
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー

ノ
監
督
を
も
唸
ら
せ

た
作
品
で
あ
る
。
香

港
映
画
史
上
で
は
ナ

る
。

・
3
1
日
、
サ
ッ
カ
ー
W
拝
聞
等
。

6
月

・
■
1
2
日
、
消
し
ゴ
ム
版
画
家
ナ

ン
シ
ー
関
、
死
去
。

・
1
4
日
、
サ
ッ
カ
ー
、
対
チ
ュ

ニ
ジ
ア
戦
。

・
1
8
日
、
サ
ッ
カ
し
対
ト
ル

コ
戦
。

・
1
9
弓
鈴
木
宗
男
議
員
が
あ

っ
せ
ん
収
賄
容
癖
で
逮
挿
さ
れ

る
。7

月

・
日
日
、
大
雨
。

・
1
2
日
、
中
国
製
ダ
イ
エ
ッ
ト

食
品
で
死
者
。

・
2
6
日
、
医
療
制
度
改
革
関
連

法
が
成
立
し
、
来
年
四
月
か
ら

患
者
の
自
己
負
担
が
三
割
に
な

る
。8

月

・
2
日
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

新
紙
幣
を
導
入
す
る
。

・
5
日
、
住
基
ネ
ッ
ト
稼
働

自
衛
隊
の
L
A
N
デ
ー
タ
流

出
。

・
1
8
日
、
前
沢
町
で
老
夫
婦
を

孫
ら
高
校
生
四
人
が
襲
い
、
水

沢
署
に
殺
人
未
遂
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
る
。

・
2
9
日
、
東
京
電
力
な
ど
で
原

発
損
傷
隠
し
発
覚
。

9
月

・
1
日
、
出
癒
し
長
野
知
事
選

で
田
中
氏
再
考

・
9
日
、
字
多
田
ヒ
カ
ル
、
結

婚
。

・
1
4
～
1
6
日
、
欄
間
県
で
立
て

こ
も
り
、
姪
が
死
亡
。

・
1
7
日
、
史
上
初
の
日
朝
首
脳

会
琴
金
総
書
記
「
拉
致
L
賢

め
、
拉
致
被
害
者
の
半
数
以
上

が
死
亡
の
回
答
。

1
0
月

・
8
日
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

に
小
柴
昌
俊
博
士

・
9
日
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
東
に

田
中
耕
〓
巧

・
1
5
日
、
拉
致
被
告
者
五
人
が

帰
国
。

・
2
3
日
～
、
ロ
シ
ア
、
チ
ェ
チ

ェ
ン
独
立
派
が
劇
場
を
占
拠
す

る
も
、
特
殊
部
隊
に
処
理
さ
れ

る
。

・
2
5
日
、
民
主
・
石
井
紘
基
議

員
、
刺
さ
れ
死
亡
。

・
3
0
日
、
巨
人
が
日
本
て
松

井
秀
喜
選
手
大
リ
ー
グ
へ
。

1
1
月

・
1
4
日
、
績
雷
。

・
2
7
日
、
業
務
停
止
の
岩
異
が

自
己
破
産
。

1
2
月

・
1
日
、
東
北
新
幹
線
、
盛
岡

－
八
戸
間
、
1
G
R
い
わ
て
錨

河
鉄
道
、
開
業
。

・
1
6
日
、
イ
ー
ジ
ス
艦
出
航

東
北
新
幹
緯

盛
岡
八
房
閏
開
業

十
二
月
一
日
、
東
北
新
幹
線

の
盛
岡
と
八
戸
の
間
が
開
業
し
川

た
白

こ
の
こ
と
で
、
通
学
に
影
響

の
出
て
来
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
凸

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ま
で
に
利
用
一

し
て
い
た
東
北
本
線
の
列
車
は

使
え
な
く
な
る
か
ら
だ
。

の
I
G
R
い
わ
て
銀
河
銑
m

適
が
閉
業
す
る
。

し
か
し
、
今
ま
で
よ
り
は
、

運
責
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
だ
。ま

た
、
列
車
の
ダ
イ
ヤ
も
こ

れ
ま
で
と
は
挙
っ
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
新
幹
線
を
使
っ

た
ら
、
も
っ
と
高
く
つ
い
て
し

ま
う
。

新
幹
線
は
、
全
席
措
定
と
い

北朝鮮間

う
話
だ

っ
た
が
、
一
部
の
区
間
一

だ
け
、
立
ち
席
券
と
か
い
う
も

の
が
発
売
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

指
定
席
で
な
い
券
だ
と
し
て
も
、

や
は
り
金
額
は
高
く
な
る
よ
う

だ
。ち

な
み
に
、
東
北
新
幹
線
「
は

や
て
」
の
座
席
は
、
東
海
道
新

幹
線
「
ひ
か
り
」
に
比
べ
て
、

狭
い
ら
し
い
。

う
た
が
、
や
は
り
、
北
朝
鮮
の

音
数
問
題
が
最
大
の
二
¶
r
ス

W
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。忘

昨
年
九
月
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
い
わ
ゆ
る
北
朝

撃
の
金
正
日
（
キ
ム
＝
ジ
ョ
ン
イ
ル
）
が
、
日
本
人
が
放
致

さ
れ
て
い
た
事
案
を
認
め
た
。
長
い
間
疑
惑
だ
っ
た
こ
と
が
、

少
し
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
拉
致
被
害
者
の
数
名
は
日

本
へ
帰
国
し
た
二
品
こ
ろ
か
ら
、
北
朝
鮮
に
関
す
る
報
道
が

増
え
て
き
た
。
ま
た
、
北
朝
鮮
が
核
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
イ
ラ
ク
と
と
も
に
、
危
な
っ
か

し
さ
を
感
じ
、
い
ろ
い
ろ
と
動
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
報
道
を
見
て
．
次
の
よ
う
な
疑
問
を
持
っ
た
人
も

い
る
よ
う
だ
。

な
ぜ
、
北
朝
鮮
の
人
々
は
、
キ
ム
＝
ジ
ョ
ン
イ
ル
を
熱
狂
的

に
支
持
す
る
（
よ
う
に
見
え
る
）
　
の
か
～

は
た
し
て
、
北
朝
鮮
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
戦
争
を
す
る

の
か
？

そ
の
と
き
、
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
～

こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
つ
つ
、
北
朝
鍵
の
問
題
を
考
察
す
る
。

二
月
十
日
、
高
校
三
年
生
を

送
る
予
陛
会
が
行
わ
れ
る
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
上
映
さ
れ

る
の
は
「
少
林
サ
ッ
カ
ー
」
で

あ
る
。昨

年
上
映
さ
れ
、
ご
覧
に
な

っ
た
カ
も
い
る
だ
ろ
う
。
「
少
林

寺
拳
法
」
と
「
サ
ッ
カ
ー
」
の
異

色
の
組
み
合
わ
せ
を
最
新
の
C

ン
バ
ー
ワ
ン
ヒ
ッ
ト

で
あ
る
と
い
う
。

革
帯
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

の
上
映
を
た
だ
楽
し
ん
で
も
ら

う
の
で
は
な
く
、
枠
や
規
制
に

と
ら
わ
れ
な
い
思
い
切
っ
た
発

想
と
行
動
力
で
、
卒
業
後
の
世

界
に
向
け
大
き
く
地
面
を
け
り

出
せ
る
勇
気
を
得
て
欲
し
い
と

思
う
。

こ
こ
数
年
、
成
人
式
で
の
新

成
人
の
狂
乱
ぎ
た
が
報
道
さ
れ

て
き
た
。

今
年
も
、
ど
う
な
る
こ
と
か

と
注
目
し
て
い
た
。

沖
縄
で
は
、
や
は
り
、
大
変

だ
っ
た
よ
う
だ
。
酒
を
持
っ
て

会
場
に
来
る
新
成
人
を
青
年
団

が
抑
え
て
い
る
場
面
を
見
た
。

珍
走
団
の
よ
う
な
も
の
が
日

中
の
商
店
街
に
出
没
し
て
い
る

場
面
も
見
た
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
所
で
は
、

大
享
に
い
た
ら
な
か
っ
た
よ
う

だ
。こ

こ
数
年
の
成
人
式
の
み
っ

と
も
な
さ
を
見
て
き
た
新
成
人

が
、
あ
あ
い
う
ふ
う
に
は
な
り

た
く
な
い
、
と
考
え
て
、
ま
じ

め
に
取
り
組
ん
だ
の
だ
と
す
れ

ば
、
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
、

と
思
う
。

今
年
、
二
〇
〇
三
年
は
、
故

手
塚
治
虫
が
措
い
た
マ
ン
ガ
「
鉄

腕
ア
ト
ム
」
の
ア
ト
ム
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
る
年
だ
と
い
う
っ

マ
ン
ガ
は
、
一
九
五
一
年
か
ら

連
載
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
つ

ま
り
、
今
か
ら
五
十
二
年
前
に

は
、
二
〇
〇
三
年
と
い
う
年
が
、

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
い

る
は
す
の
未
来
だ
と
思
わ
れ
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

実
際
に
は
、
ア
ト
ム
の
よ
う
な

ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
ま
で
l
こ

は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
な
ど
は
、

五
十
年
前
に
人
々
が
想
像
し
た

以
上
の
小
さ
さ
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

あ
や
し
げ
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

ク
ロ
ー
ン
人
間
が
誕
生
し
て
い

る
と
い
う
話
も
あ
る
。
こ
ち
ら

は
、
五
十
年
前
に
人
々
が
想
像

も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。

○
な
ぜ
、
北
朝
鮮
の
人
々
は
、

キ
ム
＝
ジ
ョ
ン
イ
ル
を
熱
狂
的

に
支
持
す
る
（
よ
う
に
見
え
る
）

の
か
～

短
く
答
え
る
な
ら
ば
、
宗
教

の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
キ
ム
＝
ジ
ョ
ン
イ

ル
の
父
で
あ
る
金
日
成
（
キ
ム
＝

イ
ル
ソ
ン
）
が
現
在
の
よ
う
な

北
朝
鮮
の
体
制
を
作
り
上
げ
て

い
っ
た
。
以
来
、
指
導
者
を
崇

拝
さ
せ
る
よ
う
な
宣
伝
が
日
夜

続
い
て
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、

北
朝
鮮
の
人
々
は
、
そ
の
宣
伝

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の

だ
。
ま
た
、
指
導
者
を
批
判
し

た
ら
、
殺
さ
れ
て
し
ま
う
、
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

○
は
た
し
て
、
北
朝
鮮
と
ア
メ

…
り
力
合
衆
国
は
、

戦
争
を
す
る

戦
争
を
し
な
い
、
と
は
断
言

で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
プ
ッ

シ
ュ
は
、
イ
ラ
ク
や
北
朝
鮮
を

「
窓
の
枢
軸
」
と
呼
ん
で
、
何
と

か
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
世
界
の
国
々
が
注
目
し

て
い
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
し

て
は
、
す
ぐ
に
戦
争
を
し
た
り

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

旅
客
機
テ
ロ
へ
の
報
復
を
し
た

よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の

間
に
戦
争
を
す
べ
き
だ
、
と
い

う
考
え
が
出
て
く
れ
ば
、
戦
争

も
し
か
ぬ
な
い
だ
ろ
う
。

0
北
朝
鮮
と
ア
メ
リ
カ
が
戦
争

を
し
た
と
き
、
日
本
は
ど
う
な

る
か
？

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

両
国
の
間
に
あ
る
か
ら
、
何
も

影
響
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。

以
下
は
、
北
朝
鮮
問
題
に
関

す
る
考
察
で
あ
る
。

今
も
、
日
本
中
で
北
朝
鮮
の

拉
致
問
題
は
屈
が
れ
て
い
る
。

拉
致
き
れ
た
日
本
人
は
数
名

が
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ

ー
ス
か
ら
は
、
こ
の
間
粕
へ
の

政
府
の
硯
厘
的
な
対
応
が
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
気
が
す
る
。
中

に
は
、
被
蕃
者
に
パ
ソ
コ
ン
を

与
え
て
、
使
い
方
を
教
え
た
り
、

お
金
を
あ
げ
た
り
、
就
職
さ
せ

た
り
と
様
々
な
よ
う
だ
が
、
そ

れ
は
問
題
へ
の
根
本
的
な
対
応

で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、
北
朝
鮮
（
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
　
は
、

日
本
に
対
し
て
、
本
当
の
謝
罪

を
し
て
い
な
い
気
が
す
る
。
北

聯
鮮
で
は
、
拉
致
を
特
定
個
人

が
し
た
こ
と
だ
と
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
や
は
り
、
国
が
代
表

し
て
き
ち
ん
と
謝
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
拉
致
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
、
一
月
中
旬

の
ニ
ュ
）
ス
の
よ
う
に
、
新
潟

の
港
に
拉
致
と
は
関
係
の
無
い

北
朝
鮮
の
船
が
来
た
だ
け
で
馬

鹿
騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

日
本
の
政
府
は
、
こ
の
拉
致

問
題
に
何
か
効
果
的
な
対
処
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
口
本

の
メ
デ
ィ
ア
は
、
視
聴
率
の
た

め
だ
け
に
、
北
朝
鮮
の
事
情
を

お
も
し
ろ
お
か
し
く
ニ
ュ
ー
ス

に
し
て
、
日
本
の
政
府
の
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
実
際
の

と
こ
ろ
は
何
も
分
か
っ
て
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

北
朝
鮮
と
日
本
の
関
係
を
よ

り
深
く
し
、
拉
致
だ
け
で
な
く
、

他
の
間
埼
l
こ
つ
い
て
も
対
処
す

る
必
翠
が
あ
る
と
思
う
。

日
本
人
は
表
而
だ
け
を
見
て

そ
れ
を
信
じ
、
中
身
ま
で
知
ろ

う
と
す
る
人
は
少
な
い
と
思
う
。

選
挙
演
説
の
昭
で
も
、
特
定

の
人
を
否
定
し
た
り
、
畢
い
で

い
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
が
採
り
上

げ
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
人
は
、

そ
の
表
面
だ
け
を
信
じ
る
。

北
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
だ
と
思
う
。
北
朝
鮮
ば

か
り
批
判
し
て
、
自
分
達
の
し

て
る
こ
と
は
柵
に
上
げ
て
い
る

と
思
う
。
北
朝
鮮
を
ど
う
こ
う

言
う
よ
り
も
、
日
本
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

集

記

編
集
後
記
に
か
え
て

前
期
出
版
委
員
長

三
年
A
組
　
菊
池
和
人

私
は
二
年
間
出
版
委
員
長
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、

本
当
に
こ
の
二
年
間
は
、
た
く

さ
ん
の
出
来
事
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。
思
え
ば
、
私
が

出
版
委
員
長
に
な
っ
た
時
か
ら
、

大
変
な
出
来
事
が
始
ま
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま

す
。出

版
委
員
長
に
な
っ
た
時

は
、
ま
ず
最
初
に
何
を
す
れ
ば

よ
い
か
わ
か
ら
ず
迷
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
に
助
け
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
、
外
舘
先
生

で
し
た
。
外
舘
先
生
に
は
、
本

当
に
こ
の
二
年
間
お
世
話
を
か

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
お

か
げ
で
私
も
何
と
か
委
員
会
に

な
じ
ん
で
ゆ
く
事
が
で
き
ま
し

た
し
、
委
員
会
活
動
も
活
発
に
こ

な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
大
変
だ
と
思
っ

た
出
来
串
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
特
に
大
変
だ
っ
た
の

は
、
「
石
櫻
し
の
制
作
で
す
。
こ

れ
は
、
委
員
会
の
み
な
さ
ん
や

先
生
方
の
ご
協
力
も
あ
り
、
完

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
r
石

櫻
」
が
完
成
し
た
時
は
、
本
当

に
う
れ
し
く
、
心
か
ら
喜
び
ま

し
た
．
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

次
の
委
員
長
に
も
、
こ
れ
か
ら

の
委
員
会
を
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
、
お

世
話
に
な
っ
た
委
員
や
先
生

方
、
誰
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
皇
訊
み
や
す

い
新
聞
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
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